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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
救
援・復
旧
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

　
救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
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を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
新
宿
区
選
出
）

大
山
と
も
子

お
お
や
ま
・
と
も
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
大
田
区
選
出
）

藤
田
り
ょ
う
こ

ふ
じ
た
・
り
ょ
う
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
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へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
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み
な
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ん
に
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か
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見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
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党
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・
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旧
に
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募
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も
ご
協
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。

都
議
会
議
員
（
品
川
区
選
出
）

白
石
た
み
お

し
ら
い
し
・
た
み
お
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台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
目
黒
区
選
出
）

星
見
て
い
子

ほ
し
み
・
て
い
こ



2019年10月号外　　日本共産党東京都委員会の見解を紹介します。
発行/東京民報社（港区芝1-4-9平和会館５階）1965年11月12日第三種郵便物認可

ご意見・ご要望は03-5972-1621、ＦＡＸ03-5972-1590

共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
世
田
谷
区
選
出
）

里
吉 

ゆ
み

さ
と
よ
し
・
ゆ
み
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
杉
並
区
選
出
）

原
田
あ
き
ら

は
ら
だ
・
あ
き
ら
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
豊
島
区
選
出
）

米
倉 

春
奈

よ
ね
く
ら
・
は
る
な
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
練
馬
区
選
出
）

と
や
英
津
子

と
や
・
え
つ
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
江
東
区
選
出
）

あ
ぜ
上
三
和
子

あ
ぜ
が
み
・
み
わ
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
予
定
候
補
（
文
京
区
）

福
手
ゆ
う
子

ふ
く
て
・
ゆ
う
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
板
橋
区
選
出
）

と
く
と
め
道
信

と
く
と
め
・
み
ち
の
ぶ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
北
区
選
出
）

そ
ね 

は
じ
め
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
足
立
区
選
出
）

斉
藤
ま
り
こ

さ
い
と
う
・
ま
り
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
葛
飾
区
選
出
）

和
泉
な
お
み

い
ず
み
・
な
お
み
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
予
定
候
補
（
江
戸
川
区
）

原　

純
子　

は
ら
・
じ
ゅ
ん
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
八
王
子
市
選
出
）

清
水
ひ
で
子

し
み
ず
・
ひ
で
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
北
多
摩
１
区
選
出
）

尾
崎
あ
や
子

お
ざ
き
・
あ
や
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
議
会
議
員
（
北
多
摩
４
区
選
出
）

原　

の
り
子

は
ら
・
の
り
こ
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共
産
党
都
議
団
が

緊
急
申
し
入
れ

対策急いで

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
10
月
15
日
、
台
風
19

号
被
害
へ
の
対
策
等
を
求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
小

池
百
合
子
知
事
宛
て
に
行
い
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
多
羅
尾
副
知
事
は
、「
要
望
を
直
ち
に
知
事
に
伝
え
、

都
庁
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
対
し

ま
し
た
。

救
援
・
復
旧
に
全
力

　

申
し
入
れ
で
は
、
都
議
団
が
共
産
党
の
区
市
町
村
議
員
と
連

携
し
た
被
害
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
出
さ
れ
た
実

態
や
要
望
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

奥
多
摩
町
で
は
土
砂
崩
れ
で
都
道
が
寸
断
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
孤
立
し
、復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、日
の
出
町
、檜
原
村
で
も
孤
立
状
態
と
な

り
、一刻
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

主な申し入れ項目

台風19号災害
●被害の全体像の把握。職員が足り
ない自治体への都職員派遣の強化。
●奥多摩町、日の出町、檜原村の道路
寸断による孤立の早急な解消。道路復
旧までの間、食料品や生活必需品、介
護、通院などについては、ヘリコプター
なども活用し強力に支援。
●居住困難世帯に都営住宅等提供。
●損壊した家屋や、中小業者、農業等
への被害など、くらしや営業の再建に
必要な都の支援強化。
●災害廃棄物の補助制度の運用を区
市町村や都民に周知徹底。
●島しょ地域の被害について、台風15
号被害への支援とあわせて推進。
●災害時の情報提供の徹底へ、イン
ターネットの容量の拡充。河川監視カ
メラ等の拡充。防災行政無線の内容
を受信できる防災ラジオの普及支援。
●河川の氾濫の原因を分析、総合治
水対策の立場での検証、課題精査等。
●避難所について、安全・安心、健康、
プライバシー保護、女性や要配慮者を
考慮した基準に見直し等改善を。

　
台
風
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
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か
ら
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舞
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を
申
し
上
げ
ま
す
。日
本
共
産
党
は
救
援
・
復
旧
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。救
援
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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